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二
第
稠

巻
三
一

　
　
十
月

第
八
卜

一
號
強

筋
ジ
考

知
畳
形
而
上
學
の
問
題
…
…
…
…
…
丈
學
士
　
土
井
虎
賀
壽

デ
カ
ル
ト
の
形
而
上
學
…
…
…
…
…
丈
下
士
　
野
　
田
　
叉
　
夫

内部學文學大國帯都京

三二三都京



京
都
哲
内
国
規
則

第
一
條
　
本
愉
ロ
ヲ
京
潔
騨
哲
墨
・
曾
ト
瓢
…
ス

第
二
條
　
本
塗
ロ
バ
廣
義
二
於
ケ
ル
聯
口
學
ノ
研
究
及
猛
ハ
翫
嵩
及
ヲ
以
テ
臼
的
ト
ス

第
三
條
　
本
會
ハ
前
條
ノ
鷺
的
ヲ
照
照
ン
が
爲
メ
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ

　
　
『
毎
月
「
圓
研
究
會
7
開
ク

　
　
一
、
毎
年
公
開
講
演
會
ヲ
踊
ク

　
　
「
、
毎
垣
｝
鱒
一
難
蕪
油
『
哲
趣
稀
瞬
究
』
ヲ
脚
跣
行
一
ス

第
四
條
　
本
會
事
務
所
ヲ
京
都
帝
幽
大
學
丈
學
都
内
二
既
ク

第
、
五
條
　
本
會
ノ
纂
・
業
ヲ
麗
螢
ス
ル
爲
メ
｝
↑
左
ノ
役
禺
岨
ヲ
罷
ク

　
　
一
、
委
員
（
若
干
名
）
京
郷
帝
國
大
學
文
學
部
哲
學
科
敏
官
及
委
負
會
二

　
　
　
　
於
テ
推
薦
シ
タ
ル
者
ヲ
以
テ
之
こ
充
ソ

　
　
一
、
書
記
（
「
名
）
釆
次
品
性
命
は
二
尊
子
嘱
…
託
ス

’
第
六
條
　
本
會
ノ
趣
爵
ユ
賛
岡
ス
ル
者
ハ
何
人
一
＝
ア
灘
愈
熾
タ
ル
コ
ト
ヲ
得

　
學
佼
、
圓
書
証
、
教
育
曾
、
其
他
ノ
園
盤
ハ
其
團
艘
ノ
名
ヲ
以
テ
入
・
曾
ス

　
ル
コ
ト
ヲ
得

第
七
條
　
愈
貴
ハ
會
費
ト
シ
テ
年
四
圓
閥
捨
鰯
…
、
前
後
二
期
二
分
チ
テ
離
納

　
ス
ペ
キ
モ
ノ
ト
ス

第
八
條
　
會
景
ハ
本
會
ノ
諸
種
ノ
會
合
一
　
繊
席
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、
且
ツ
雑
誌
．

　
『
暫
學
研
究
』
ノ
醗
付
ヲ
受
ク

第
九
條
　
本
會
規
珊
ノ
改
正
攣
更
ハ
委
負
倉
ノ
決
議
二
依
ル

京
都
哲
學
會
役
員

委
　
員

文
學
博
士

丈
學
士

丈
畢
博
士

丈
學
士

臼植岩天
井
　　野田井

丈
學
上
士
　
小
　
島

丈
學
樽
士

九木

鬼村

交
學
博
士
　
田

丈
學
士

文
學
ま

丈
學
博
士

丈
學
博
士

丈
學
博
士

文
學
士

丈
學
博
士

尊
墨
博
士

勝
邊

．。貞蓄二

野郎三

才
　
　
馬

素周

山オく冠Pse波朋里予西中

内田繁多漢．ヒ谷井

　　夢野
得義次精了俊啓正
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次冒號前

種
の
論
理
と
世
界
圖
式
（
承
前
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
絶
鋤
媒
介
の
哲
翠
へ
の
捨
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
：
…
・
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
丈
學
搏
士
田
邊
　
元

高
次
の
方
向
量
の
論
理
（
承
前
）
…
…
…
…
…
：
：
・
…
：
…
：
…
　
…
…
文
紺
ザ
士
佐
藤
　
省
三

古
代
及
び
中
世
の
牛
馬
美
術
に
織
す
る
東
方
の
影
響
（
承
前
）
…
・
…
…
・
…
：
：
：
小
林
太
市
郎



禽贈出
口

一
、
本
會
へ
入
＾
曾
希
撫
仏
ハ
京
都
市
酉
洞
院
七
條
爵
内
外
掛
版
印
刷

　
株
式
會
噌
瀧
肥
歯
口
山
ぷ
戴
W
哲
胤
型
押
口
宛
テ
ニ
日
脚
定
ノ
合
目
費
　
（
晶
罰
由
衣
飢
帆
裏
一
　

　
ア
リ
）
御
納
付
ノ
上
御
由
・
込
被
下
度
揆

、
會
蹟
・
；
テ
韓
屠
入
愚
三
等
（
編
輯
事
務
以
外
ノ
一
切
）
ノ
事
務
ハ

　
内
外
揖
版
紺
調
株
式
會
川
内
京
都
誓
學
會
へ
御
麺
知
日
下
獲
侯

…
、
會
費
ハ
振
替
臼
座
穴
蔽
盤
◎
穴
六
三
番
　
内
外
m
版
印
刷
株
式

　
A
胃
叫
確
恥
昆
厭
戴
W
折
織
騰
堕
滞
日
宛
テ
　
　
御
漁
W
込
被
下
度
舳
駿

…
、
本
誌
ノ
編
韓
訟
鞠
ス
〃
通
信
及
紹
介
・
新
刊
鍵
・
寄
贈
維
誌
尊
ハ

　
凡
テ
本
命
隠
宛
テ
ニ
御
渡
迭
被
下
購
ハ
候

　　

@　

@　

@　

T
響
硬
噂
京
都
哲
學
會

　　　　　匹　　　t／VL．’
　　　蕊
　　w．vv

註文規定債定

◎
「
會
員
に
あ
ら
ざ
ろ
購
細
註
の
御
註
文
及
び
廣
昏
に
關
す
ろ
件
ば

　
　
・
内
〃
外
出
阪
｝
即
刷
W
株
武
禽
購
馳
へ
御
由
・
勒
込
下
さ
、
れ
度
候

◎
　
本
・
誌
の
御
註
丈
ば
す
べ
て
代
金
郵
税
共
蘭
…
金
に
て
御
器
り
下
さ

　
　
れ
沸
く
候

◎
　
振
替
貯
金
に
て
御
逡
金
の
際
ば
（
振
替
犬
阪
竃
九
關
騨
＝
番
二
酉

　
　
三
九
三
凹
番
）
内
外
欝
版
印
鰯
株
式
倉
祉
宛
に
願
上
候

◎
　
前
金
切
れ
の
揚
重
ほ
帯
封
に
「
前
盆
切
」
の
印
南
押
捺
致
す
べ
き

　
　
に
付
薩
に
御
彿
込
下
さ
れ
度
候

◎
　
特
に
誘
求
書
及
重
工
雨
霧
な
要
す
る
場
合
ほ
郵
券
晒
骨
御
三
付

　
　
下
さ
れ
度
候

一六
　
　
　
懸
g｛，？1，；i

峯平井

一i－1一
調金定

灘lq

捨i給

鍵銭贋

S－F
」f“［金郵

†
二
燈
Ω
罰
金
ご
金
鰻
圓
入
姶
銭
㎝
不

串串

半銭

～ 　　　　wn　　　へ「Lt　vt．．x　wV．VL　　　　　’v　　　ttNvvx．ww一

廣
告
豊

【
頁
　
　
金
焼
捨
四

品
負
軍
坂
扱
不
串

糊
珠
竺
崩
廿
語
鰍
謙
第
二
百
ご
手
入
撫
ご
叶
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
帝
幽
大
目
丈
墨
・
部
内

9

載韓禁

愚
鈍
薫

製褥争不

二
代
衰
老

獲
行
者

印
欄
者

京
都
哲
學
．
會

須服

磨部森

醐英露
嚢兵次
町

更衛郎

須

磨
勘
兵
衛

　
京
都
欝
北
小
路
纐
新
賦
難
入

行
所

西京

澗都

院市

七下

條京

南涯

蓼舜
　u　繊
座，阪
東央　　β鐸束阪
こ＝＝篇届霧」

印

刷

所

内

外
ptA

　　　　驚

一㎜ﾜ曾錐愈　　　　　ずヨ雷蚕誉蔵入二

本
　
祉
　
京
都
市
下
京
輝
閥
洞
院
通
七
戸
爾
入

叛
資
所
東
京
市
紐
本
橋
旺
室
町
四
丁
橋

脚
押
所

（
東
京
）

（
大
阪
）

（
紳
戸
）

（
京
都
）

共擦寳北寳

雑文文隆文

詩牌暫間館

内
外
萬
版
印
刷
株
識
會
鮭

大川盛上東
盛饗畑京
　ほ斌店館一堂

東
海
堂

墾
文
胤



斬明干

東
北
帝
閾
大
學
縫
師

鈴
木
罐
三
鷹
邸
謬

菊
鰐
匹
識
二
葺

ク
Q
置
ス
襲
上
製
函
入

定
儂
竃
∴
一
幽
O
講
・
醐
三
篇

近
年
に
於
け
る
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
學
へ
の
驕
心
は
、
彼
の
哲
學
方
法
た
る
辮
悪
法
と
結
び
つ
け
す
し
て
考
へ
る
事
は
野
鶴
な
い

で
あ
ら
う
。
辮
設
法
の
正
し
き
理
解
な
く
し
て
は
彼
の
深
黒
な
る
哲
學
母
系
の
包
罪
す
る
生
命
の
波
動
、
生
け
る
論
理
を

解
明
す
る
こ
と
は
繊
來
ぬ
か
ら
で
あ
る
り
而
し
て
へ
…
ゲ
ル
哲
學
を
理
解
す
る
こ
と
は
辮
誰
法
を
理
解
す
る
と
と
で
あ
り
、

辮
…
誰
法
の
研
究
は
亦
ヘ
ー
ゲ
ル
論
理
鵬
の
研
究
に
於
て
極
ま
る
と
云
は
る
。
即
ち
と
の
論
理
腿
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
墨
艦
系
の

中
に
占
め
る
位
置
及
び
意
義
に
つ
い
て
は
極
め
て
明
瞭
で
あ
っ
て
、
今
更
喋
々
を
要
し
な
い
で
あ
ら
う
。
こ
の
「
中
巻
」

は
「
太
質
論
」
で
あ
っ
て
、
特
に
重
要
な
る
華
分
に
癒
す
る
。
篤
學
な
謬
者
の
不
興
な
る
努
力
に
よ
り
、
「
上
巻
」
に
次
で

蝕
に
本
巻
を
完
減
し
た
る
は
我
が
學
界
へ
の
寄
照
ハ
を
愈
く
深
め
る
も
の
で
あ
り
、
謬
新
が
ヘ
ー
ゲ
ル
哲
墨
を
十
分
マ
ス
ク

・
一
し
て
要
寸
心
斯
に
加
へ
ら
れ
た
る
註
繹
は
璽
要
に
し
て
諌
者
を
援
け
る
こ
と
極
め
て
大
な
り
と
信
ず
る
。
へ
1
ゲ
ル
暫

畢
乃
不
、
辮
誰
法
の
無
露
な
る
内
容
、
根
茶
を
把
握
ぜ
ん
と
す
る
軒
の
み
な
ら
す
、
現
代
田
ハ
潮
に
聖
心
を
有
す
る
人
々
の
忠

貴
な
る
熟
譲
を
期
待
す
る
。

齋
大
論
理
學
上
巻
鈴
木
権
三
郎
課
揮
選
難
平
．
　
語

（大

ｳ
五
年
四
湾
山
ハ
臼
第
三
種
郵
便
物
認
可
）
顯
瑳
饗
応
野
業
羅
焚
謂
稀
）

哲
學
研
究
　
第
二
百
三
十
入
號
　
定
日
金
四
拾
鏡

京
一

束
　
　
ツ

紳由
橋岩波書店京束替振

〇四二六二

　　　　一　　　一　　M　一一

郵
税
金
日
銭


